
（別紙３）

～ 令和7年　2月　28日

（対象者数） 41 （回答者数） 23

～ 令和7年　2月　28日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スタッフの補充や業務の分担などを実施し支援の質の向上に
努めていく

2

事業所内での相談ではなく社会資源に繋げ支援体制をお手伝
いできるような援助が出来ることを目指していきます

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

人の動きを見ながら良い環境を作れるよう検討していく

2

3

専門職による個別支援
マンツーマン体制のお預かり支援
２つのプログラムがあり利用者さんのニーズに対する柔軟性が
ある

基本的には+１の余裕を持った配置にしておりスタッフの休み
やすさに繋がるようにしている

丁寧な相談体制が取れている 相談しやすいようにＬＩＮＥを採用している。モニタリング以
外にも面談をおこなったりなど寄り添う支援を行っている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

空調の問題、駐車場の不憫さ、訓練室の広さなどハード面で改
善があるとよい

まだ環境の使い方について整備が整わない状況

令和7年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　3月　12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスgreenroom

○保護者評価実施期間 令和7年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


